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人吉七町のにぎわい色鮮やかに
　

人
吉
城
歴
史
館
の
特
別
展
「
明
治
・
大

正
時
代
の
人
吉
七な

な
ま
ち町

」
が
10
月
３
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。12
月
７
日
㈰
ま
で
開
催
。

「
人
吉
七
町
」
と
は
、
現
在
の
九
日
町
・

五
日
町
・
七
日
町
・
二
日
町
・
大
工
町
・

鍛
冶
屋
町
・
紺
屋
町
の
こ
と
。
安
土
桃
山

時
代
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
町
割
り
は
現
在

も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

人
吉
七
町
の
成
り
立
ち
や
明
治
・
大
正

時
代
の
に
ぎ
わ
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

資
料
が
並
ぶ
中
、
今
回
初
展
示
と
な
る
の

が
引ひ

き
ふ
だ札

。
引
札
と
は
明
治
・
大
正
時
代
に

チ
ラ
シ
や
広
告
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の

で
、
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
図
柄
が
色
彩
豊
か
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
10
月
26
日
に
は
同
館
学
芸
員
に
よ
る

展
示
解
説
と
未
公
開
の
引
札
展
示
会
も
開

催
。
展
示
解
説
と
引
札
展
示
会
は
、
11
月

16
日
㈰
と
12
月
７
日
㈰
の
午
後
１
時
30
分

か
ら
も
開
催
し
ま
す
。

特別展の目玉となる引札。約100年前の人々の様子を知ることができる
（上）／展示した資料を細かく説明した特別展の図録も700円で販売中
（下右）／展示解説と引き札展示会では、学芸員が図柄の意味や印刷
の方法などを説明（下左）

ひ
と

よ
し

で
輝

く
人

透
明
感
の
あ
る
優
し
い
色
合
い
の
磁
器
。

白は
く
じ磁

や
青せ

い
は
く
じ

白
磁
で
柔
ら
か
く
見
事
な

造
形
美
を
作
り
出
す
の
は
、
今
年
作
陶
40
周

年
を
迎
え
た
陶
芸
家
の
久
保
田
さ
ん
だ
。

　

高
校
を
卒
業
後
、
大
阪
市
役
所
で
働
い
て

い
た
時
、
京
都
の
博
物
館
で
焼
き
物
に
出
会

う
。
市
役
所
を
４
年
で
退
職
し
て
大
学
に
進

学
し
、
専
門
的
に
陶
芸
を
学
ん
で
プ
ロ
の
道

へ
進
ん
だ
。「
仕
事
も
順
調
で
ゆ
と
り
が
出

た
と
き
に
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
合
い
、
も

と
も
と
興
味
の
あ
っ
た
物
作
り
を
や
り
た
い

気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。
市
役
所
に
入
っ
て

か
ら
大
学
卒
業
ま
で
の
８
年
間
は
、
も
の
の

見
方
や
考
え
方
が
目
覚
ま
し
く
変
化
し
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
当
時
を
振
り
返
る
。

　

人
吉
に
窯
を
構
え
て
36
年
。
現
在
は
、
父

の
背
中
を
追
っ
て
陶
芸
家
の
道
を
選
ん
だ
息

子
の
真ま

さ
と土

さ
ん
と
２
人
で
作
品
を
制
作
。
事

務
は
奥
さ
ん
と
娘
さ
ん
が
担
い
、
家
族
で
仲

良
く
創
作
活
動
に
取
り
組
む
。

　

現
在
、
人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石
野
公
園

で
24
日
㈪
ま
で
開
催
中
の
人
吉
工
芸
会
展
示

会
に
作
品
を
出
展
。
作
陶
40
周
年
を
記
念
し

た
作
陶
展
を
12
月
に
東
京
で
開
催
予
定
だ
。

自
宅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
７
回
目
の
親
子
展

「
初
窯
展
」
を
平
成
27
年
１
月
３
日
㈯
・
４

日
㈰
に
開
催
す
る
。

　
「
息
子
と
い
い
意
味
で
ラ
イ
バ
ル
と
し
て

お
互
い
違
う
作
品
が
で
き
た
ら
い
い
で
す

ね
。
今
ま
で
は
一
心
不
乱
に
や
っ
て
き
た
け

ど
、
焼
き
物
を
楽
し
め
る
と
こ
ろ
ま
で
少
し

は
近
づ
け
た
か
な
？
」。
40
年
を
経
て
、
新

た
な
境
地
に
た
ど
り
つ
い
た
久
保
田
さ
ん
。

い
い
作
品
を
求
め
て
今
日
も
ひ
た
す
ら
ろ
く

ろ
に
向
か
う
。

作陶 40 周年を迎えた陶芸家

久保田 烈工 さん（矢黒町）

くぼた　れっこう
昭和27年３月26日生まれ。O型。本名は保
義（やすよし）。日本工芸会正会員で、人吉
美術協会の会長も務める。第二中学校・人吉
高校を卒業後、大阪市役所に入庁。公務員と
して４年間働いた後、市役所を退職。大阪芸
術大学陶芸科に入学して陶芸を学ぶ。これま
で日本伝統工芸展に31回入選するなどさま
ざまな賞を受賞。陶芸に携わって今年で40
年。矢黒町に構える悠斗窯（ゆうとかま）で、
息子の真土さんと日々作品を制作中。

柔らかい風合いの久保田さんの作品

打ち鍛え、研ぎ澄まされし特　

集
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人吉球磨地方最大の秋祭り、国宝 青井
阿蘇神社の例大祭「おくんち祭」が

10 月３日～ 11 日に行われました。
　この祭りのメーン行事は、９日の神幸行
列。見事な “ くんち晴れ ” の空の下、沿道
は家族連れなどで大にぎわい。
　小さい子どもが獅子舞に追われ泣き叫ぶ
声。みこしを担ぐ威勢のいい掛け声。人吉
の街に心地よい秋の音が響き渡りました。

① ８日に行われた「球磨神楽」。夜の神社は幻想的な雰囲
気に包まれた　② 神様が乗るとされる神馬が境内を走り
回る「神馬廻し」　③ 健やかな成長を願う「赤ちゃん土俵
入り」。立派な化粧まわしを着けた赤ちゃんたちが登場　
④ 球磨神楽の十一番「獅子」。荒ぶる獅子が悪霊をはらう
⑤ みこしを担ぐ締め込み姿の男たちによる大迫力のみこ
しまわし　⑥ 人吉が舞台の映画「スクール・オブ・ナー
シング」の主演を務める新人女優の桐島ココさんも行列に
参加　⑦ みこしの担ぎ手たちが威勢のいい声で宮出し！
⑧ 多くの人でにぎわう楼門前から神幸行列が出発　⑨ 重
さに耐えてチリン旗を持ち上げ「チリン、チリン」　⑩ ３
日の半纏（はんてん）おろしでは「風」の火文字が浮かび
上がった　⑪ 「ママ助けてー！」獅子が近づくと号泣する
子どもたち。１年間の無病息災を願う
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鎌
倉
時
代
初
め
、
幕
府
の
地
頭
と

し
て
遠え

ん
し
ゅ
う州

（
静
岡
県
）
か
ら
赴

任
し
て
き
た
相
良
氏
。
そ
れ
に
伴
い

や
っ
て
来
た
刀と

う
こ
う工

や
鍛
冶
職
人
が
、
遠

州
と
地
元
の
技
法
を
合
わ
せ
独
特
の
鍛

冶
技
術
を
編
み
出
し
た
の
が
人
吉
刃
物

の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

安
土
桃
山
時
代
に
人
吉
の
城
下
町
が

整
備
さ
れ
る
と
、
人
吉
球
磨
か
ら
鍛
冶

職
人
を
集
め
た
「
鍛
冶
屋
町
」
が
つ
く

ら
れ
た
。
通
り
に
は
60
軒
ほ
ど
の
鍛
冶

屋
が
軒
を
並
べ
、
職
人
た
ち
は
戦
い
に

必
要
な
武
具
と
国
を
豊
か
に
す
る
た
め

の
農
具
を
作
っ
て
い
た
。

　

戦
の
時
代
が
終
わ
っ
て
も
、
四
方
を

山
々
に
囲
ま
れ
古
く
か
ら
農
林
業
や
狩

猟
が
暮
ら
し
の
糧
と
な
っ
て
き
た
人
吉

で
は
、
特
に
山
林
用
や
農
業
用
の
刃
物

が
独
自
に
発
達
し
た
。
職
人
た
ち
は
、

鎌か
ま

や
鉈な

た

、
鋸の

こ

な
ど
一
つ
の
刃
物
を
専
門

に
作
っ
て
い
た
と
い
う
。
分
業
制
で
大

量
生
産
す
る
の
で
は
な
く
、
全
て
の
工

程
を
一
人
の
職
人
が
作
り
上
げ
る
の
が

人
吉
刃
物
の
特
徴
だ
。

　

し
か
し
農
林
業
の
機
械
化
に
よ
る
需

要
の
減
少
、
工
場
で
大
量
生
産
さ
れ
る

安
価
な
刃
物
の
登
場
、
後
継
者
不
足
な

ど
が
原
因
で
鍛
冶
屋
は
時
代
と
と
も
に

減
少
。現
在
は
５
軒
を
残
す
だ
け
だ（
西

山
刃
物
鍛
冶
屋
は
現
在
販
売
の
み
）。

　

た
だ
し
、
そ
の
品
質
は
全
国
的
に
評

価
が
高
く
、
県
の
伝
統
的
工
芸
品
に
も

指
定
。
職
人
た
ち
は
新
た
な
技
術
や
ア

イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
鋭
い
切

れ
味
を
研
ぎ
澄
ま
し
続
け
て
い
る
。

則
の り み つ

光刃物店正
ま さ み つ

光刃物製作所
営業時間　８時～ 17時（不定休）

【寺町17-2　☎２２－３７５４】
営業時間　９時～ 17時（不定休）

【鍛冶屋町59　☎２３－２５６５】

岡
お か ひ で

秀
営業時間　８時～ 18時30分（不定休）

【上青井町127　☎２２－３８２４】

蓑
み の も

毛 一 鍛
ま る い ち

冶屋

西山刃物鍛冶屋
営業時間　８時～ 18時（不定休）

【鍛冶屋町63　☎２３－４２２９】

営業時間　７時～ 19時（不定休）
【紺屋町70　☎２３－３８７４】

　市内に今も残る数軒の鍛冶屋。工房をのぞき込むと、小気味よく響く槌
つち

の音ととも
に火花が飛び散り、無骨な鉄の棒が職人の技で美しい刃物に生まれ変わっていく。全
国的に高い評価を受ける、伝統の「人吉刃物」だ。　　　　　　　　　　　　　　　
　11 月８日は「刃物の日」。普段何気なく使っている包丁に感謝しながら、地元の宝

「人吉刃物」について改めて考えてみよう。

　相良７百年の歴史とともにこの地で独自に発
展してきた人吉刃物。鍛冶屋の数は少なくなっ
たが、その切れ味は鈍ることなく現在に至る。

人吉刃物とは

人吉の
鍛冶屋

打
ち
鍛
え
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
し

■問合せ　市商工振興課商工係（☎２２－２１１１　内線５１３１）

特　

集
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工場でプレスされる製品が主流の現在、
手打ちの伝統技法を守り続ける全国で

ただ一人の鋸
のこ

鍛冶師・岡さん。平成 19 年と
同 21 年には、全国植樹祭で皇太子さまが枝
打ちに使われる鋸の製作も手掛けた。
　現在はさまざまな刃物を作るが、自慢はや
はり鋸。縦びき、横びきどちらでも使える改
良刃鋸は切断能力に優れ、伐採や枝切りなど
山仕事で活躍。刃先に目を凝らすと、歯の１
本１本にヤスリをかけて鋭くする「目立て」
など細かな技を駆使してあるのが分かる。そ
の仕事ぶりに、全国の林業関係者が「鋸とい
えば岡秀」と信頼を寄せる。

　今ではほとんどの鍛冶屋が包丁をメーンに幅広い商品
を製造するが、中でも技術の粋を尽くした自慢の１本が
ある。全国から本物を求めるリピーターが後を絶たない。

職人自慢の１本

岡 正文
「岡秀」２代目

蓑毛 稔
「蓑毛 一 鍛冶屋」９代目

川村 勝行
「則光刃物店」２代目

簑田 正次
「正光刃物製作所」17 代目江戸中期に創業し、250 年以上の伝統が

ある「蓑毛一鍛冶屋」。80 歳で今なお
現役の８代目・裕

ゆたか

さんと９代目の稔さんが親
子で槌を振るう。もともとは鎌を専門にして
いたが、現在は農作業や山仕事、家庭用まで
多くの刃物を製作。
　稔さんが得意とするのが伝統の技に新しい
アイデアを生かしたデザインナイフ。九州ク
ラフトデザイン展で入賞した実力派だ。柄の
部分は削ったのではなく、熱いうちにねじり
を加えてデザインを施した。鋭く光るシャー
プな刃先は昔ながらの「割り込み鍛

たんぞう

造」によ
るもので、その切れ味は折り紙つきだ。

15歳で創業者の父に弟子入りし、土佐
刃物の本場・高知へ通って腕を磨い

たという川村さん。機能美を追求する妥協の
ない仕事が生み出す刃物は、どれを見ても刃
先やしのぎ、切っ先などのラインが美しく、
まるで芸術品のような仕上がりだ。
　鎌

かま

や鉈
なた

などの山林用刃物は林業関係者から
の信頼が厚く、九州一円はもちろん全国から
注文が入る。測量業者が木や藪

やぶ

を払うのに使
う測量鎌は、けがを防止するために付けたつ
ばや山中でも目立つように施した赤い塗装な
ど、使い手のニーズに応えた新しいアイデア
が満載だ。

人吉藩主に代々仕え、現在 17 代目となる正光
刃物製作所。かつて多くの鍛冶屋が軒を連ね

た鍛冶屋通りで、今でも槌
つち

を振るい続けるのはここ
１軒で、訪れた観光客が足を止めることも多い。
　最近は包丁が主だが、昔から鍬

くわ

や鎌など農具を中
心に作ってきた。鎌一つとっても、作る種類はさま
ざま。竹や木の枝を払うのに使う藪切鎌は、厚く曲
がりにくいという鉄に青

あおはがね

鋼を割り込んだもので、そ
の刃はずっしりと重い。切れ味がよくなるよう炉で
は昔ながらの木炭を使用するなど、歴史ある鍛冶屋
町通りで伝統の技を守り続ける。

デザインナイフ(革鞘
さや

付き）　
　　　　　　　　9,000円

改良刃鋸　11,000円

測量鎌　7,344円

藪切鎌　3,200円

おか まさふみ

みのも みのる

みのだ まさつぐ

かわむら かつゆき
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職
人
の
技
に
触
れ
な
が
ら

一
生
物
の
包
丁
を
作
る

　

熱
し
た
鉄
を
打
ち
、形
を
整
え
、

研
い
で
自
分
だ
け
の
包
丁
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
人
吉
ク
ラ
フ
ト

パ
ー
ク
石
野
公
園
の
鍛
冶
館
。（
写

真
１
）
こ
の
日
指
導
に
当
た
っ
た

の
は
「
蓑
毛
一
鍛
冶
屋
」
の
８
代

目
・
蓑
毛
裕
さ
ん
と
９
代
目
の
稔

さ
ん
だ
。

　

ま
ず
は
鉄
を
打
つ
ベ
ル
ト
ハ
ン

マ
ー
と
い
う
機
械
の
前
に
座
る
。

ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
み
る
と
、
大
き

な
音
に
思
わ
ず
び
っ
く
り
！
（
写

真
２
）　

し
ば
ら
く
練
習
し
た
後
、

鉄
の
間
に
鋼
を
挟
み
込
ん
だ
も
の

を
両
手
で
押
さ
え
、叩
い
て
い
く
。

手
も
足
も
使
う
た
め
、
こ
れ
が
な

か
な
か
難
し
い
。（
写
真
３
）

　

打
ち
終
え
る
と
、
形
を
整
え
る

作
業
。
回
転
す
る
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー

に
包
丁
を
当
て
る
と
、
シ
ャ
ー
と

い
う
音
と
と
も
に
火
花
が
散
る
。

全
体
を
見
な
が
ら
、
作
業
は
慎
重

に
。（
写
真
４
～
６
）

　

形
が
整
う
と
、
裕
さ
ん
が
「
焼

き
入
れ
」「
焼
き
戻
し
」
を
行
う
。

こ
れ
は
、
包
丁
を
一
度
８
０
０
度

ま
で
熱
し
て
冷
ま
し
、
さ
ら
に

１
８
０
度
で
熱
す
る
こ
と
で
、
刃

と
な
る
鋼
に
硬
さ
と
粘
り
を
与
え

る
作
業
。
包
丁
の
切
れ
味
を
決
め

る
大
事
な
工
程
だ
。（
写
真
７
）

　

そ
の
後
は
目
の
細
か
な
砥
石
が

付
い
た
研
磨
機
で
水
研
ぎ
。
刃
と

な
る
鋼
の
部
分
が
中
心
に
出
て
く

る
よ
う
に
、
両
側
を
見
な
が
ら
丁

寧
に
研
い
で
い
く
。（
写
真
８
・
９
）

　

最
後
は
自
分
の
手
で
砥
石
に
当

て
て
仕
上
げ
の
研
ぎ
。
刃
は
立
て

す
ぎ
ず
寝
せ
す
ぎ
ず
「
背
に
10
円

玉
が
入
る
く
ら
い
浮
か
せ
て
」
と

稔
さ
ん
。（
写
真
10
）

　

出
来
上
が
っ
た
包
丁
に
は
名
前

を
彫
っ
て
く
れ
る
。「
○
○
作
」

と
自
分
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
包
丁

を
見
て
、体
験
者
は
思
わ
ず「
か
っ

こ
い
い
！
」。
ブ
ラ
イ
ダ
ル
用
に
、

奥
さ
ん
の
名
前
を
入
れ
る
方
も
多

い
そ
う
だ
。（
写
真
11
）

　

包
丁
を
眺
め
な
が
ら
、
体
験
者

は
一
様
に
「
大
事
に
使
い
た
い
」。

自
分
の
手
で
作
り
、
名
前
が
彫
ら

れ
た
包
丁
は
愛
着
も
ひ
と
し
お

だ
。
鍛
冶
体
験
は
、
思
い
出
と
と

も
に
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

改
め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
。　

　人吉刃物伝統の技を間近で見ながら、包丁づくり体験
ができるのが人吉クラフトパーク石野公園。西日本で鍛
冶体験ができる施設はここだけだ。

体験！ 人吉刃物

☎２２－６７００
場 所　赤池原町1425－1
開園時間　午前９時～午後５時（体
験受付は～午後４時）
休 園 日　12月29日～１月１日
※鍛冶体験は3,500円～。体験時間
は１時間～半日（要予約）

普段は包丁を研ぐこと
もないからいい経験に
なりました。熱した包
丁に水をかけ、その状
態で温度を見極めるな
ど職人さんの技術って
すごいですね

職場の旅行で訪れまし
たが、ものづくり体験
っていいですね。一生
物だから思い出に残り
ます。この包丁でいつ
もよりおいしい料理が
作れそうです 阿久根 佳奈子 さん

（福岡県久留米市）
堀江 好孝 さん

（福岡県久留米市）

　

鉄
と
鋼
の
包
丁
は
さ
び
が
心
配

で
す
が
、
そ
の
原
因
は
塩
分
や
水

分
で
す
。
包
丁
は
使
い
終
わ
っ
た

ら
す
ぐ
に
洗
い
、
乾
い
た
布
で
ふ

い
て
包
丁
立
て
に
差
し
、
自
然
乾

燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

食
器
洗
浄
器
は
お
勧
め
で
き
ま

せ
ん
。
水
流
で
ほ
か
の
食
器
や
洗

浄
機
内
に
刃
先
が
当
た
り
、
刃
が

欠
け
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
木
製
の
柄
は
急
激
な

乾
燥
で
開
い
て
抜
け
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

長
期
間
使
わ
な
い
と
き
は
、
新

聞
紙
や
雑
誌
な
ど
に
包
ん
で
保
存

す
る
と
さ
び
防
止
に
な
り
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
作
ら
れ
た
人
吉
刃
物

は
、
１
本
あ
れ
ば
一
生
物
で
す
。

手
入
れ
を
し
な
が
ら
、
大
事
に
使

っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す

ね
。

蓑毛 裕さんと奥さまの
テルカさん

包
丁
づ
く
り
体
験
を

や
っ
て
み
て
一
言

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石
野
公
園

で
鍛
冶
体
験
の
指
導
を
行
う
蓑
毛

裕
さ
ん
に
、
包
丁
の
手
入
れ
の
仕

方
を
聞
い
た
。

8

6

5

人吉クラフトパーク石野公園
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県
内
有
数
の
歴
史
と
規
模
を
誇
る

美
術
展
「
人
吉
球
磨
総
合
美
展
」

が
、
10
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
60

回
記
念
の
昨
年
と
比
べ
る
と
応
募
数
は

減
っ
た
も
の
の
、
市
内
外
か
ら
２
９
６

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
吉
球
磨
総
合
美
展
大
賞
に
輝
い
た

の
は
、
野
崎
天て

ん
ゆ
う遊

さ
ん
の
着
物
「
風
と

ジ
ン
ジ
ャ
ー
」。「
染
色
技
術
が
確
か
で
、

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
細
部
ま
で
気
配
り

が
施
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に
な
い
、

新
し
い
創
意
工
夫
を
施
し
た
力
強
い
作

品
」と
審
査
員
か
ら
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
賞
と
、
主
催
者
賞
を
受
賞
さ
れ
た

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

第61回  人吉球磨総合美展

人吉球磨総合美展大賞
野崎  天遊さん

「どこにも発表していなかった
作品なので、公募展に出してみ
たくて初めて出品しました。
　戦争で南国の地に散った男た
ちが土に返り、その土から育っ
た花が、添い遂げられなかった
恋人への熱い思いを風に乗せて
運んでいってほしいと願う気持
ちを表現しました」

【人吉市教育委員会賞】　あかつき
小
こ た に

谷　佳
よ し え

恵（あさぎり町）／絵画

【人吉美術協会賞】　「山家集」より
増
そ う づ

津　百
ゆ り こ

合子（鬼木町）／書道

【熊日賞】　夜を彩る
宮
みややま

山　都
つ ぼ み

保美（願成寺町）／写真

【人吉球磨総合美展大賞】　風とジンジャー
野
の ざ き

崎　天
てんゆう

遊（鶴田町）／工芸　

寄り添って 50 年　これからも仲むつまじく

平成 26 年度  人吉市金婚夫婦表彰
　昭和39年にご結婚され今年金婚を迎えられた76組のご夫婦の金婚夫婦表彰式が、10月３日にホテルサン人吉で行
われました。式には56組が出席し、田中市長が一組一組に表彰状を授与。出席者を代表し、願成寺町の中村曵

えいこう

孝さん、
美喜子さんご夫婦が「これからもお互いに健康に気を付けて、明るく生き抜きたい。それぞれの夫婦の“生きた証”と
してのお祝いをいただいたことを心から感謝します」とお礼を述べられました。
　また、９月11日には熊本日日新聞社金婚夫婦表彰伝達式が市役所であり、田中照

てるひさ

久さん、紀
の り こ

子さんご夫婦が代表
して表彰を受けられました。
　今年金婚を迎えられたご夫婦のお名前を掲載し、お祝いを申しあげます。（敬称略・届出順）

岡お
か

　
　
直
　
・
和か

ず

こ子
（
上
新
）

田た

な

か中
　
照て
る
ひ
さ久
・
紀の

り

こ子
（
蓑
野
）

柳や
な
ぎ
た田

　
勝か
つ
と
し利
・
文ふ

み

よ代
（
下
原
田
荒
毛
）

須す

え恵
　
太た

ろ

う郎
・
弘ひ

ろ

こ子
（
願
成
寺
）

西に
し

　
　
正ま
さ
ゆ
き之
・
昭あ

き

こ子
（
古
仏
頂
）

合あ

い

づ津
　
英ひ

で

お男
・
い
つ
子
（
下
新
）

村む
ら
や
ま山

　
光み

つ

き喜
・
安や

す

こ子
（
下
原
田
荒
毛
）

緒お

が

た方
　
康や
す
あ
き明
・
秀ひ

で

よ代
（
瓦
屋
）

右み

ぎ

た田
　
忠た
だ
ゆ
き幸
・
好よ

し

こ子
（
七
地
）

清き
よ
か
わ川

　
保

た
も
つ

・
タ
ツ
子
（
下
原
田
瓜
生
田
）

下し
も
か
わ川

　
彌や

た

ろ

う

太
郎
・
三み

よ

か

代
香
（
下
青
井
）	

福ふ

く

だ田
　
眞ま
さ
の
り德
・
智と

も

よ與
（
願
成
寺
）

谷た
に
が
わ川

　
恒つ

ね

を雄
・
ト
ミ
子
（
鬼
木
）

德と
く
が
わ川

　
直

た
だ
し

・
文ふ

み

こ子
（
願
成
寺
）

住す
み
お
か岡

　
忠た
だ
よ
し嘉
・
る
い
子
（
鍛
冶
屋
）

田た

ぐ

ち口
　
益ま

す

お夫
・
ヤ
チ
ヨ
（
蓑
野
）

大お

お

む

た

無
田
　

男
・
シ
ヅ
子
（
温
泉
）

尾お

が

た方
　

・
圭け

い

こ子
（
南
泉
田
）

新し
ん
む
ら村

　
一い
ち
ろ
う郎
・
マ
ツ
子
（
中
林
）

小こ

さ

か坂
　
孝た
か
ゆ
き幸
・
ト
シ
子
（
井
ノ
口
）

濵は

ま

だ田
　
勝か

つ
よ
し義

・
重し

げ

こ子
（
紺
屋
）

福ふ

く

や屋
　
一い

ち
ろ
う郎

・
マ
ツ
子
（
蓑
野
）

立た
て
い
し石

　
憲け

ん
い
ち市

・
エ
イ
子
（
瓦
屋
）

深ふ

か

み水
　
　
孝
・
澄す

み

（
下
原
田
嵯
峨
里
）

犬い
ん
ど
う童

　
征せ

い

し士
・
睦む

つ

こ子
（
浪
床
）

有あ

り

た田
　
忠た

だ
よ
し義

・
美み

な

こ

成
子
（
北
泉
田
）

堀ほ
り
う
ち内

　
義よ

し
て
る輝

・
セ
イ
子
（
下
原
田
荒
毛
）

脇わ
き
さ
か坂

　
二ふ

む

お

六
百
・
惠け

い

こ子
（
願
成
寺
）

木き

む

ら村
　
征せ

い

し之
・
エ
イ
子
（
下
原
田
荒
毛
）

森も
り
ぐ
ち口

　
純
じ
ゅ
ん
い
ち
一
・
文ふ
み

（
西
間
下
）

豊と

よ

た田
　
麻あ

さ

を男
・
ツ
ユ
子
（
瓦
屋
）

鳥と
り
か
い飼

　
敏と

し

お生
・
マ
リ
（
上
薩
摩
瀬
）	

　
　
　
國く
に
た
か孝
・
八や

よ

こ

代
子
（
城
本
）

泉い
ず
み　

　
東は

る

お男
・
澄す

み

こ子
（
新
）

山や
ま
し
た下

　
啓け

い

じ二
・
フ
ジ
子
（
合
ノ
原
）

東ひ
が
し　

　
博

ひ
ろ
し

・
千ち

よ

こ

代
子
（
中
林
）

松ま
つ
も
と本

　
蔀
し
と
み

・
清き

よ

こ子
（
東
間
上
）

長お
さ
ふ
ね舩

　
智ち

か

き

加
喜
・
ツ
ネ
子
（
七
地
）

山や
ま
ぐ
ち口

　
優

ま
さ
る

・
ス
ミ
子
（
鶴
田
）

村む
ら
や
ま山

　
守
ま
も
る

・
ヤ
チ
ヨ
（
上
田
代
）

吉よ
し
む
ら村

　
幸ゆ

き

お雄
・
マ
リ
エ
（
蓑
野
）

八は

ち

く

ぼ

久
保
　
尚ひ
さ
よ
し秀
・
貞さ

だ

こ子
（
下
原
田
堀
）

向む
こ
ざ
か坂

　
直な
お
よ
し義
・
順じ
ゅ
ん
こ子
（
鬼
木
）

吉よ
し
む
ら村

　
順

じ
ゅ
ん
い
ち

一
・
キ
ヨ
子
（
古
仏
頂
）

岡お
か
も
と本

　
勝か

つ

お男
・
ト
ヨ
子
（
下
戸
越
）

平ひ

ら

た田
　
裕ゆ
う
さ
く作
・
孝た

か

こ子
（
西
間
上
）

堀ほ

り

た田
　
英ひ

で

お雄
・
倫の

り

こ子
（
下
薩
摩
瀬
）	

赤あ
か
い
け池

　
幸こ
う
す
け助
・
咲さ

き

こ子
（
上
薩
摩
瀬
）

中な
か
む
ら村

　
曵え

い
こ
う孝

・
美み

き

こ

喜
子
（
願
成
寺
）

林は
や
し　

　
仙せ

ん

し之
・
三み

つ

こ

津
子
（
大
畑
麓
）

板い
た
ざ
き崎

　
高た

か

と人
・
テ
ル
子
（
中
神
大
柿
）

河か

わ

の野
　
剛ご

う

き槻
・
幸さ

ち

こ子
（
大
畑
）

永な
が
い
し石

　
袈け

さ

と人
・
峰み

ね

こ子
（
下
原
田
瓜
生
田
）

髙た

か

き木
　
時と

き
は
る治

・
一か

ず

え枝
（
矢
黒
）

栁や

な

せ瀨
　
昌ま

さ
ひ
ろ弘

・
昭あ

き

み美
（
下
原
田
羽
田
）

梶か
じ
わ
ら原

　
志し

ろ

う郎
・
章し
ょ
う
こ子
（
瓦
屋
）

野の

ぐ

ち口
　
省
し
ょ
う
ぞ
う
三
・
保や

す

こ子
（
木
地
屋
）

山や
ま
も
と本

　
健け
ん
い
ち一
・
ツ
ヤ
子
（
中
神
段
）

東ひ
が
し　

　
千ち

あ

き秋
・
輝て

る

よ代
（
下
城
本
）

中な
か
む
ら村

　
末す
え
た
ろ
う

太
郎
・
阪さ

か

こ子
（
古
仏
頂
）

西に
し
む
ら村

　
東
あ
づ
ま

・
ミ
サ
キ
（
木
地
屋
）

城し
ろ
や
ま山

　
義よ
し
つ
ぐ次
・
春は

る

え江
（
瓦
屋
）

深ふ

か

み水
　
曻
の
ぼ
る

・
る
り
子
（
紺
屋
）

西に
し

　
　
孟た

け
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
・
信の

ぶ

こ子
（
駒
井
田
）

内う
ち
ぬ
の布

　
寛
ひ
ろ
し

・
ト
ラ
子
（
下
城
本
）

田た

な

か中
　
宏
ひ
ろ
む

・
京き
ょ
う
こ子
（
下
戸
越
）

犬い
ん
ど
う童

　
福ふ

く

み美
・
チ
ハ
ル
（
城
本
）

横よ

こ

い井
　
滋し
げ
の
ぶ允
・
　
子
（
西
間
下
）

中な
か
む
ら村

　
時と
き
よ
し善
・
文ふ

み

こ子
（
城
本
）

熊く

ま

の

み

ど

う

埜
御
堂
　
憲け
ん
い
ち一
・
篤あ

つ

こ子
（
下
原
田
荒
毛
）

堀ほ
り

　
　
研け
ん
い
ち一
・
孝た

か

こ子
（
下
原
田
堀
）

に
し　

　

秀ひ

で

き義
・
ト
ミ
エ
（
蟹
作
）

吉よ

し

だ田
　
隼は

や

と人
・
フ
ミ
子
（
瓦
屋
）

椎し

い

ば葉
　
和か
ず
と
し利
・
フ
ジ
子
（
瓦
屋
）

赤あ
か
が
わ川

　
熊く

ま

お男
・
文ふ

み

こ子
（
鬼
木
）

森も
り
お
か岡

　
覺
さ
と
る

・
紘ひ

ろ

こ子
（
瓦
屋
）

な	

お

みい	

つ	

お

し
ん

ひ
ろ
た
か

は
ら

え	

い

こ
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西
瀬
小
の
児
童
が
活
動
す
る
ウ
ン

ス
ン
カ
ル
タ
・
室
内
ゲ
ー
ム
ク
ラ
ブ

が
同
校
で
10
月
10
日
に
ウ
ン
ス
ン
カ

ル
タ
ミ
ニ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

出
場
予
定
だ
っ
た
「
第
11
回
ウ
ン
ス

ン
カ
ル
タ
大
会
」
が
台
風
接
近
で
中

止
に
な
り
開
催
し
た
も
の
。

　

大
会
前
の
練
習
最
終
日
だ
っ
た
こ

の
日
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

指
導
員
が
見
守
る
中
、
４
チ
ー
ム

に
分
か
れ
た
児
童
た
ち
は
白
熱
し
た

試
合
を
展
開
。
今
年
か
ら
ク
ラ
ブ
に

入
っ
た
５
年
生
の
中
村
慶け

い
せ
い晟

く
ん
は

「
賭
け
ご
と
み
た
い
で
楽
し
い
。
次

の
大
会
で
は
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

指導員のアドバイスを受けながら試合に臨む児童

次の大会は優勝だ！
西瀬小ウンスンカルタクラブ活動

　

人
吉
市
と
熊
本
学
園
大
学
、
中
小

企
業
大
学
校
人
吉
校
が
連
携
し
て
実

施
す
る
「
ひ
と
よ
し
花
ま
る
学
園
大

学
」
が
10
月
25
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
３
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、

と
こ
と
ん
歴
史
学
「
日
本
史
の
中
の

人
吉
藩
」、
終し

ゅ
う
か
つ活

を
考
え
る
「
残
さ

れ
た
人
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
た

い
」、「
現
代
」
を
読
み
解
く
の
３
講

座
を
開
講
。

　
「
現
代
」
を
読
み
解
く
講
座
の
第

１
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
暮

ら
し
と
流
通
を
テ
ー
マ
に
講
義
が
あ

り
、
受
講
生
た
ち
は
講
師
を
務
め
る

熊
本
学
園
大
学
教
授
の
講
義
に
し
っ

か
り
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

本格的に学べる大学教授による講義

大学教授の講義を身近に
ひとよし花まる学園大学開講

　

人
吉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
、
10
月
21
日
に
ふ
る
さ
と
歴

史
の
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
健

康
や
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
し
、

今
回
は
会
創
立
50
周
年
記
念
大
会
。

　

各
校
区
の
会
員
が
50
㍍
徒
走
や
紅

白
玉
入
れ
な
ど
16
種
目
の
競
技
で
汗

を
流
し
、競
技
種
目
の
「
台
風
き
ち
ゃ

ダ
メ
よ
～
ダ
メ
ダ
メ
!?
」
で
は
、
市

内
の
蓬ほ

う
ら
い莱

保
育
園
、
み
ど
り
保
育
園
、

人
吉
乳
児
保
育
園
の
年
長
さ
ん
も
参

加
。
会
員
は
園
児
と
ペ
ア
に
な
り
、

棒
を
持
ち
な
が
ら
ポ
ー
ル
を
回
っ
て

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！  

園
児
ら
と
一
緒
に

笑
顔
で
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「上手にポールを回るよ！」園児と一緒に笑顔で競技

みんなで仲良く健康づくり
人吉市高齢者ふれあいスポーツ大会

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
一

緒
に
音
楽
を
楽
し
み
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
目
指
す
「
と
っ
て
お
き
の
音

楽
祭
in
ひ
と
よ
し
」
が
、
10
月
19
日

に
市
内
中
心
街
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
街
全
体
が
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

に
な
る
「
ふ
れ
あ
い
１
０
０
円
商
店

街
」
と
合
同
で
開
催
。

　

街
中
に
設
け
た
音
楽
祭
会
場
は
、

前
回
か
ら
１
つ
増
え
５
会
場
に
。
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
で
音
楽
サ
ー
ク
ル
や

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
参
加
し

た
30
団
体
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
奏

や
踊
り
、
歌
な
ど
を
披
露
。
訪
れ
た

多
く
の
人
た
ち
は
音
楽
と
買
い
物
を

楽
し
み
ま
し
た
。

各団体がそれぞれのパフォーマンスで街中を盛り上げた

青空の下で音楽と踊りを楽しむ
第３回とっておきの音楽祭inひとよし

　

第
二
中
学
校
は
10
月
１
日
に
地
域

の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
授
業
「
伝
統
文

化W

ウ
ォ
ッ
チ

atch

」
を
実
施
し
、
１
年
生

１
５
４
人
が
市
内
の
名
所
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
市
内
、
校
区
内
の
歴

史
・
文
化
の
学
習
、
肥
薩
線
の
探
訪
、

き
じ
馬
作
り
の
４
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
１
日
か
け
て
し
っ
か
り
勉
強
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、
特
技
を
生

か
し
て
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
行
う

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
。
肥
薩
線
の
探
訪
コ
ー
ス
は
人
吉

鉄
道
観
光
案
内
人
会
の
立
山
勝
徳
さ

ん
が
講
師
を
担
当
し
、
生
徒
た
ち
は

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
元
Ｓ
Ｌ
機
関
士

の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

人吉駅のＳＬ転車台の前で立山さん ( 左 ) の話を聞く生徒

地元の文化や歴史を見つめよう
第二中学校「伝統文化Watch」

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
唯
一
秋
に

開
催
す
る
人
吉
東
小
の
運
動
会
が
９

月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
赤
青
白
の
３

団
に
分
か
れ
た
児
童
た
ち
は
、
徒
競

走
や
綱
引
き
な
ど
の
競
技
や
ダ
ン
ス

な
ど
を
行
い
成
長
し
た
姿
を
披
露
。

練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
応
援
合
戦

で
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

児
童
が
一
緒
に
な
っ
て
声
を
合
わ
せ

た
り
ウ
エ
ー
ブ
を
作
っ
た
り
と
、
応

援
団
長
を
筆
頭
に
力
強
く
息
の
合
っ

た
演
技
を
見
せ
ま
し
た
。
児
童
た
ち

の
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
に
、
会
場
の

保
護
者
た
ち
も
拍
手
や
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

応援合戦では各団が息の合った演技を披露

最高の仲間と勝利を目指して
人吉東小学校秋季大運動会

代表して表彰状を受け取る中島さん

　
「
人
吉
市
犯
罪
を
許
さ
な
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
基
づ
い
て
結
成
し
た

東
校
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
10
周

年
を
迎
え
、
10
月
23
日
に
東
西
コ
ミ

セ
ン
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
町
内
会
長

を
中
心
に
子
ど
も
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
地
域
住
民
が
校
区
ご
と
に
結
成
。

定
期
的
に
夜
間
の
巡
回
や
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
な
ど
を
行
っ
て
い
て
、

東
校
区
で
は
65
人
の
隊
員
が
在
籍
。

表
彰
を
受
け
、
隊
代
表
の
中
島
靖
さ

ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全
は

地
域
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

地域を見守り続けて10年
東校区防犯パトロール隊10周年表彰式

　

市
は
10
月
１
日
に
永
野
町
内
を
対

象
に
出
前
講
座
を
行
い
、
災
害
避
難

時
に
支
援
が
必
要
な
方
が
ど
こ
に
住

ん
で
い
る
の
か
な
ど
を
書
き
込
む

「
災
害
時
要
援
護
者
支
え
合
い
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

市
防
災
安
全
課
と
福
祉
課
か
ら
の

説
明
の
後
、
参
加
者
は
地
域
ご
と
に

地
図
上
の
避
難
所
や
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
世
帯
に
シ
ー
ル
を
貼
り
付

け
。
ど
こ
に
誰
が
住
ん
で
い
る
の
か

話
し
な
が
ら
、
災
害
時
の
避
難
ル
ー

ト
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
同
講
座

は
町
内
会
か
ら
の
要
請
で
随
時
開

催
。
詳
し
く
は
市
福
祉
課
福
祉
政
策

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地図上にシールを貼っていく参加者

地域の絆を地図に書き込む
災害時要援護者支え合いマップ出前講座
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申込・問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

お
知
ら
せ

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

「
平
和
の
礎
」
の

追
加
刻
銘
を
行
い
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
ま
す
！

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年

金
を
併
せ
て
支
給
し
ま
す

　
「
人
吉
市
地
球
の
環
（
わ
）
を

ま
も
り
隊
」
は
、
ひ
と
よ
し
産

業
祭
会
場
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
収
集
し
ま
す
。
集
め

た
キ
ャ
ッ
プ
は
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

交
換
事
業
に
使
用
し
ま
す
。

期
日　

11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

場
所　

ひ
と
よ
し
産
業
祭
・「
地

球
の
環（
わ
）を
ま
も
り
隊
」コ
ー

ナ
ー
（
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
）

対
象　

飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ（
汚
れ
て
い
る
も
の
や
、

し
ょ
う
ゆ
な
ど
飲
料
用
以
外
の
も

の
は
引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん
）

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係熊
本
県
地
域
別
最
低
賃
金

【
６
７
７
円
】（
10
月
１
日
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
と
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
使
用
者
も
労
働
者
も
必

ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
㉒
５
１
５
１
）

　

児
童
扶
養
手
当
法
が
改
正
さ

れ
、
12
月
１
日
㈪
か
ら
児
童
扶
養

手
当
と
公
的
年
金
を
併
せ
た
支
給

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
児
童
扶

養
手
当
の
額
よ
り
低
い
方
に
対

し
、
差
額
分
の
手
当
て
を
支
給
し

ま
す
。

対
象
者　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど

で
公
的
年
金
を
受
給
し
、
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
が
無
い
方

※
年
金
の
種
類
や
金
額
で
支
給
の

対
象
外
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

沖
縄
県
糸
満
市
に
あ
る
「
平
和

の
礎い

し
じ」

は
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら

れ
た
戦
没
者
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記

念
碑
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
戦
没
者
の
追
加

刻
銘
、
刻
銘
の
修
正
・
削
除
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
ご

遺
族
の
方
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

12
月
５
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉

政
策
係

警
察
署
員
に
な
り
す
ま
し
た

不
審
電
話
に
注
意
！

　

８
月
か
ら
人
吉
市
内
で
、
人
吉

警
察
署
員
を
名
乗
っ
て
「
押
収
し

た
盗
撮
ビ
デ
オ
に
女
性
が
録
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
年
齢
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
、
電
話
に
出
た

女
性
に
年
齢
な
ど
を
訪
ね
る
不
審

電
話
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
こ
の
よ
う
な
電
話
は

一
切
し
ま
せ
ん
。
警
察
や
官
公
署

な
ど
を
名
乗
っ
て
こ
の
よ
う
な
不

審
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
相
手

の
質
問
に
答
え
ず
、
す
ぐ
に
警
察

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
吉
警
察
署
（
☎
㉔

４
１
１
０
）

学校給食調理業務委託事業者を
募集します

委託内容　学校給食の調理、食器洗浄など
説明会期日　11月25日（火）
時間　午後２時～
場所　市役所別館２階会議室
委託期間　平成27年４月～平成31年３月
業者選定方式　公募によるプロポーザル方
　　　　　　　式
※応募資格や制限など詳しくは市ホーム
ページをご覧いただくかお問い合わせくだ
さい。

問合せ　市教育総務課総務係
　　　　（☎２２－２１１１ 　
　　　　内線５２１１）

検診項目
基本健診 追加検診

区分
特定健診 腹部超音波 胃がん

胸部
レントゲン

前立腺がん 大腸がん
肝炎

ウイルス

個人負担金
75 歳以上 800 円 400 円 600 円 200 円 300 円
74 歳以下 1,600 円 1,100 円 1,600 円 600 円 500 円 800 円

※ 74 歳以下で非課税世帯の方は、75 歳以上の個人負担金額と同じです。

期　日 受付時間 会　場 対 象 地 区

11 月 11 日㈫ 7:30 ～ 11:00 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町、中神町字馬場・段・城本・大柿、
下原田町字堀・羽田・上野

11 月 12 日㈬ 7:30 ～ 11:00 中原コミセン 上原田町全域、下原田町字嵯峨里・荒毛・瓜生田・西門

11 月 13 日㈭ 7:30 ～ 11:00 西瀬コミセン 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町、矢黒町、上永野町、
下永野町、上戸越町、下戸越町、鹿目町、中神町字小柿・段山

11 月 14 日㈮ 7:30 ～ 10:00 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、大畑麓町、
大野町

11 月 15 日㈯ 7:30 ～ 11:00 保健センター 上新町、下新町、北願成寺町、南願成寺町、北泉田町、南泉田町、鬼木町、
鶴田町、駒井田町、上青井町、中青井町、下青井町、城本町

11 月 16 日㈰ 7:30 ～ 11:00 保健センター
瓦屋町、合ノ原町、井ノ口町、二日町、五日町、七日町、九日町、大工町、
鍛冶屋町、紺屋町、土手町、灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、
田町、上原町、麓町、原城町、富ヶ尾町、中城町、西間下町

11 月 17 日㈪ 7:30 ～ 11:00 保健センター
西間上町、浪床町、東間上町、東間下町、蓑野町、古仏頂町、木地屋町、
東大塚町、西大塚町、七地町、蟹作町、赤池原町、赤池水無町、矢岳町、
田野町

婦人科検診 乳房超音波 マンモグラフィ 子宮頸がん 骨粗しょう症

個人負担金
課税世帯 800 円 1,300 円 1,200 円 600 円
そのほか 300 円 500 円 400 円 200 円

期　日 受付時間 会　場 対 象 地 区

11 月 20 日㈭ 8:30 ～ 12:00 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町、中神町字馬場・段・城本・大柿、
上原田町全域、下原田町全域

11 月 21 日㈮
8:30 ～ 11:00 西瀬コミセン 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町、矢黒町、上永

野町、下永野町、上戸越町、下戸越町、鹿目町、中神町字小柿・段山

13:30 ～ 14:00 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、大
畑麓町、大野町

11 月 22 日㈯
8:30 ～ 11:00 保健センター 上新町、下新町、北願成寺町、南願成寺町、北泉田町、南泉田町、

鬼木町、鶴田町、駒井田町、上青井町、中青井町、下青井町、城本町、
瓦屋町、合ノ原町、井ノ口町、二日町、五日町、七日町、九日町、大工町、
鍛冶屋町、紺屋町13:30 ～ 16:00 保健センター

11 月 23 日㈰
8:30 ～ 11:00 保健センター 土手町、灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、上原町、麓町、

原城町、富ヶ尾町、中城町、西間上町、西間下町、浪床町、東間上町、
東間下町、蓑野町、古仏頂町、木地屋町、東大塚町、西大塚町、七地町、
蟹作町、赤池原町、赤池水無町、矢岳町、田野町13:30 ～ 15:00 保健センター

75 歳以上の方 ・74 歳以下で受診していない方対象

女性の方対象 

申し込みをされた方には、受付時間を 30 分ごとに区切って通知します。指定された時間にお越しください。
※指定された日時で都合が悪い方は連絡してください。※無料クーポン対象の方は検診会場に無料クーポン券をお持
ちください。※健診を受けた方には「きじ馬スタンプ」を差し上げます。

 検診車での市民健診を追加実施します

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

黄
色
い
風
車
運
動

　

交
通
事
故
で
尊
い
命
が
失
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
県
と
県
警
察
、
各
市
町
村
で

は
、
過
去
３
年
間
に
発
生
し
た
交

通
死
亡
事
故
の
現
場
（
高
速
道
を

除
く
）
に
、
運
動
の
統
一
ア
イ
テ

ム｢

黄
色
い
風
車｣

を
掲
示
し
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
な
く
す
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
、
一
人
一
人
が
自
分
の
こ
と

と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

期
間　

11
月
15
日
㈯
～
12
月
1
日

㈪問
合
せ　

市
市
民
課
く
ら
し
安
心

相
談
係
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※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

犬
の
し
つ
け
方
教
室

仕
事
と
子
育
て
両
立

応
援
セ
ミ
ナ
ー

お
母
さ
ん
の
た
め
の

再
就
職
実
践
コ
ー
ス

講
座
・
教
室

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
19
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

下
漆
田
公
民
館

テ
ー
マ　

散
歩
「
ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ

い
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

11
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈯
秋
の
石
野
公
園
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、
人
吉
工
芸
会
展
示
会
（
石
野

公
園
、
～
24
日
）、
犬
童
球
渓
顕
彰

音
楽
祭
（
CP
、
７
日
・
９
日
）

２
㈰
人
吉
文
化
祭
（
CP
、
～
３
日
）

３
㈪
文
化
の
日

4
㈫
広
報
配
布
、
人
吉
市
家
庭
教
育
学
級

（
人
吉
西
小
）

５
㈬
緊
急
地
震
速
報
訓
練
放
送

６
㈭
〝
か
が
や
き
〟
づ
く
り
ト
ー
ク
（
段

地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
）

７
㈮

８
㈯
ひ
と
よ
し
産
業
祭
（
ふ
る
さ
と
歴
史

の
広
場
、
～
９
日
）

９
㈰
秋
季
防
火
広
報
パ
レ
ー
ド
（
市
役
所

別
館

10
㈪

11
㈫
人
吉
市
長
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
検
証
会（
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

12
㈬

13
㈭
〝
か
が
や
き
〟
づ
く
り
ト
ー
ク
（
上

薩
摩
瀬
町
公
民
館
）

14
㈮

15
㈯
図
書
館
ま
つ
り
（
CP
、
～
16
日
）

16
㈰

17
㈪
広
報
配
布

18
㈫

19
㈬
ご
み
減
量
（
見
え
る
化
）
事
業
成
果

報
告
会
（
中
小
企
業
大
学
校
）

20
㈭

21
㈮

22
㈯

23
㈰
勤
労
感
謝
の
日
、
岩
屋
熊
野
座
神

社
秋
ま
つ
り

24
㈪
振
替
休
日
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
人
吉

（
人
吉
駅
前
広
場
）、
出
水
中
央
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会
（
CP
）

25
㈫

26
㈬

27
㈭

28
㈮

29
㈯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
社
会
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
市
民
大
会
（
CP
）

30
㈰
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
倫
理
塾
（
東
西
コ

ミ
セ
ン
）、市
消
防
団
礼
式
訓
練
（
ふ

る
さ
と
歴
史
の
広
場
）、
犬
の
し
つ

け
方
教
室
（
中
川
原
公
園
）

第
43
回
特
別
合
同
講
演
会

催 

し 

物

人
吉
市
長
ロ
ー
カ
ル
・

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証
会

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
採
用
試
験

人
吉
准
看
護
学
院
入
学
試
験

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

熊
本
の
８
士
業

無
料
合
同
相
談
会

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　インターネットやスマートフォン、
「ＬＩＮＥ」などのＳＮＳは便利な通
信手段ですが、近年、有害な情報の拡
散や犯罪に利用されるなど社会問題に
なっています。
　インターネット依存社会の実態と子
どもたちを守る取り組みについて、正
しい情報と危険性を実感できる講演会
を開催します。
期 日　11月29日（土）
時 間　午後７時～
場 所　カルチャーパレス大ホール
対象者　園児・児童・生徒の保護者と
　　　　職員、関心のある市民
内 容　インターネットなどメディア
　　　　の危険性と子どもを守る取り
　　　　組みに関する講話など
講 師　安心ネットづくり促進協議会
　　　　特別会員　桑崎 剛さんほか
入場料　無料
問合せ　市社会教育課生涯学習係
　　　　（☎２２－２１１１　
       　　  内線 ５２３７)

インターネット依存社会から
子 ど も た ち を 守 る 市 民 大 会

期
日　

11
月
12
日
㈬

時
間　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　

あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化

ホ
ー
ル

演
題　
「
ふ
る
さ
と
と
私
」
～
効

　

愛
犬
の
問
題
行
動
に
困
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？ 

プ
ロ
の
訓
練
士
か

ら
し
つ
け
方
の
コ
ツ
を
学
ん
で
愛

犬
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日　

11
月
30
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

中
川
原
公
園

講
師　

人
吉
警
察
犬
訓
練
所
・
開

田 

宏
さ
ん

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

市
環
境
課
環
境

衛
生
係

　

再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中

の
女
性
を
対
象
に
し
た
参
加
無
料

の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
託
児（
無
料
）

内
容　

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
９
日

間
）、再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
７

日
間
）・
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
（
２
回
）

期
日　

12
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭
の

う
ち
９
日
間

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
９
階
会
議
室
４
（
熊
本
市
中

央
区
手
取
本
町
８
‐
９
）

対
象
者　

18
歳
以
下
の
子
を
養
育

す
る
県
内
在
住
の
女
性
で
、
↖

試　
　

験

【
推
薦
】

受
験
資
格　

平
成
10
年
４
月
２
日

～
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
子

受
付
期
限　

12
月
５
日
㈮
※
必
着

試
験
日　

平
成
27
年
１
月
10
日
㈯

～
12
日
㈪
の
間
の
指
定
す
る
１
日

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御

幸
浜
２
‐
１
）

【
一
般
】

受
験
資
格　

平
成
10
年
４
月
２
日

～
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
子

受
付
期
限　

平
成
27
年
１
月
９
日

㈮
※
必
着

試
験
日　

平
成
27
年
１
月
24
日
㈯

試
験
場
所　

熊
本
市
内
の
試
験
会

相　
　

談

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

税
・
料
金

　

仕
事
や
日
常
生
活
で
の
あ
ら
ゆ

る
問
題
・
不
安
に
現
役
８
士
業（
不

動
産
鑑
定
士
、
公
認
会
計
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理

士
、
行
政
書
士
）
の
専
門
家
が
無

相
談
内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
職
場
で
の

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題

期
間　

11
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
平
日
）、
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
）

相
談
専
用
電
話　

☎
０
５
７
０
‐

０
７
０
‐
８
１
０
（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ

ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
）

問
合
せ　

市
自
治
振
興
課
男
女
共

同
参
画
推
進
室

も
あ
り
ま
す
。

内
容　

再
就
職
体
験
発
表
、
就
職

準
備
と
仕
事
子
育
て
両
立
の
ポ
イ

ン
ト
説
明
、
企
業
説
明
会
・
面
談

会
な
ど

期
日　

11
月
26
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
10
階
会
議
室
７
（
熊
本
市
中

央
区
手
取
本
町
８
‐
９
）

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
を
取
り

寄
せ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
託
児
希
望
者
は
11
月
14
日
㈮
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）。

申
込
・
問
合
せ　

県
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６

‐
３
５
１
‐
０
５
０
０
）

コ
ー
ス
修
了
後
３
カ
月
以
内
の
就

職
を
希
望
す
る
方

定
員　

20 

人

参
加
費　

無
料
（
パ
ソ
コ
ン
講
習

の
教
材
費
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
を
取
り

寄
せ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

県
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６

‐
３
５
１
‐
０
５
０
０
）

　

准
看
護
師
免
許
取
得
を
目
指
す

学
生
・
社
会
人
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
（
見
込

み
）
以
上

募
集
人
数　

40
人

受
付
期
間　

11
月
17
日
㈪
～
28
日

㈮試
験
日　

12
月
７
日
㈰

試
験
科
目　

国
語
・
算
数
・
作
文
・

面
接
（
一
般
常
識
程
度
）

問
合
せ　

人
吉
准
看
護
学
院
（
☎

㉒
２
９
６
２
）

す
。
控
除
申
告
を
す
る
と
き
は
1

年
間
に
納
付
（
見
込
み
を
含
む
）

し
た
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
が

必
要
で
す
。

　

毎
年
11
月
初
旬
に
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
１
年
間
の
納
付
額
を
証

明
す
る
は
が
き
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
10
月
～
12
月
に
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
は
、
翌
年
２
月
初

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
明

書
は
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と

き
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
帯
主
や
配
偶
者
が
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
、
そ
の
全
額
が
納
付
し

た
方
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

ね
ん
き
ん
定
期
便
・

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐

５
５
５
）、
市
保
険
年
金
課
国
保

年
金
係

料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

期
日　

11
月
24
日
㈪

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
会
議
室
１
・
２
（
熊
本
市
中

央
区
手
取
本
町
８
‐
９
）

※
当
日
は
電
話
で
相
談
で
き
ま

す
。

問
合
せ　

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
（
☎
０
９
６
‐
３
７
２
‐

５
０
３
１
）

ご
み
減
量
（
見
え
る
化
）
事
業

成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
現
状
把

握
と
減
量
対
策
を
実
践
し
、
生
活

を
見
直
し
て
ご
み
の
減
量
化
に
つ

な
げ
る
「
ご
み
減
量
（
見
え
る
化
）

事
業
」。
各
校
区
の
モ
デ
ル
町
内

会
で
取
り
組
ん
だ
事
業
の
成
果
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

11
月
19
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
時
15
分

会
場　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係

場※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
㉒

４
７
０
４
）

内
容　

人
吉
市
長
2
期
目
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
進
捗
状
況
を
検
証
し
、

広
く
発
信
し
ま
す
。

期
日　

11
月
11
日
㈫

時
間　

午
後
7
時
～
９
時

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

問
合
せ　

ひ
と
よ
し
球
磨
青
年
会

議
所
（
☎
㉒
６
８
８
８
）

果
的
な
情
報
発
信
で
全
国
へ
～

講
師　

俳
優
・
中
原 

丈
雄
さ
ん

入
場
料　

無
料
（
人
吉
商
工
会
議

所
で
配
布
し
て
い
る
整
理
券
が
必

要
で
す
）

問
合
せ　

人
吉
商
工
会
議
所
（
☎

㉒
３
１
０
１
）

幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
期
限　

11
月
13
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎　

９
５
６
６
）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
75
歳
以
上
の

方
が
対
象
の「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
仕
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲限度額適用・標
　準負担額認定証

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22–2111 内線 2208）
電子メール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

ようこそ としょかんへ！

３歳までの子どもの写真募集中！

この本よかばい！

児童

一般

連絡先を忘れずに

後
期
高
齢
者
医
療

知
っ
て
お
き
た
い
！

問 図書館　☎２４–３５１８

新
刊
案
内 (

10
月
の
新
刊
か
ら)

じいじ、ばあば大好き
～♡ また遊びに行き
ます !!

元気いっぱいです !　
じいじ、いつも遊んで
くれてありがとう

２歳になりました !!　
２月にお姉ちゃんにな
ります♪

尾
お ざ き

崎 結
ゆ い と

飛ちゃん松
まつもと

本 美
み さ き

咲ちゃん早
わさだ

田 実
み

結
ゆ

ちゃん

１歳（瓦屋町）１歳（西間下町）２歳（蓑野町）
平成25年10月４日生平成25年10月１日生平成24年10月１日生

弘尚パパ・奈留美ママ道隆パパ・佐由利ママ　良パパ・紗織ママ

川口マーン惠美／
講談社

馬場 隆／
ひさかたチャイルド

おいもができた

　

ド
イ
ツ
に
30
年
住
む
著
者
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
見
聞
を
日
本

と
比
較
し
な
が
ら
紹
介
す
る
日

欧
比
較
論
。
日
本
人
が
憧
れ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
や
歴
史
、

生
活
ス
タ
イ
ル
。
だ
け
ど
実
際

は
…
…
。
私
た
ち
は
夢
の
よ
う

な
国
・
日
本
に
住
ん
で
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
１
冊
で
す
。

　

芋
掘
り
遠
足
な
ど
で
子
ど
も

と
関
わ
り
深
い
サ
ツ
マ
イ
モ
は

ど
の
よ
う
に
育
つ
の
？ 

苗
作

り
や
植
え
付
け
、
つ
る
が
伸
び

て
葉
が
茂
る
様
子
な
ど
、
サ
ツ

マ
イ
モ
が
で
き
る
過
程
を
写
真

で
紹
介
。
サ
ツ
マ
イ
モ
を
通
し

て
食
・
自
然
・
植
物
へ
の
関
心

が
高
ま
る
絵
本
で
す
。

ドロシー・ギルマン
／集英社

今
月
の
紹
介
者

上
こうづま

妻 弘
ひ ろ こ

子さん

寺町

　

お
ば
ち
ゃ
ま
は
50
代
で
し
ょ
う

か
。
夫
に
先
立
た
れ
、
２
人
の
子
ど

も
は
独
立
し
て
遠
く
に
い
る
。
お
ば

ち
ゃ
ま
は
一
人
暮
し
で
平
凡
な
毎
日

に
生
き
が
い
を
失
い
、
う
つ
症
の
傾

向
に
な
り
死
を
考
え
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
病
院
で
「
い
つ
か
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
な
り
た
か
っ
た

ス
パ
イ
。
勇
気
を
奮
っ
て
ワ
シ
ン
ト

ン
へ
行
き
、
地
元
選
挙
区
の
下
院
議

員
に
無
理
や
り
紹
介
状
を
書
か
せ

Ｃシー
Ｉアイ
Ａエー
へ
行
き
ま
す
。
ど
う
し
た
こ

と
か
、
何
か
の
手
違
い
で
採
用
さ
れ

…
…
。

　

こ
の
本
は
シ
リ
ー
ズ
で
す
が
、
シ

リ
ー
ズ
外
の
著
書
も
あ
り
ま
す
。
大

人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
肩
の
凝
ら

な
い
本
で
す
。

　

気
難
し
い
本
を
読
ん
だ
後
は
、
気

楽
な
本
。
気
分
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

読
ん
で
い
ま
す
。

おばちゃまは
飛び入りスパイ

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合はその翌日）、年末年始（12

月29日～１月３日）
11月の休館日
４日、10日、17日、25日

問 

市
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係 

     (

☎
㉒
２
１
１
１ 

内
線
１
２
２
５)

　

寒
く
な
っ
て
く
る
と
活
躍
す
る
の
が
暖

房
器
具
。
便
利
で
重
宝
し
ま
す
が
、
注
意

を
怠
る
と
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

石
油
・
ガ
ス
暖
房
機
器
の
注
意
点

①
古
い
灯
油
は
使
わ
な
い
。

　
　

前
の
季
節
に
使
っ
た
灯
油
は
水
や
ご

　

み
が
入
り
色
が
付
き
ま
す
。
少
し
で
も

　

色
が
付
い
た
古
い
灯
油
は
機
器
の
故
障

　

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

②
機
器
の
そ
ば
に
可
燃
物
（
特
に
ス
プ
レ

　

ー
缶
な
ど
）
を
置
か
な
い
。

③
温
風
や
放
射
熱
に
直
接
長
時
間
当
た
ら

　

な
い
。

④
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が
漏

　

れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

⑤
定
期
的
に
換
気
す
る
。

　
　

新
鮮
な
空
気
が
な
い
と
酸
欠
状
態
に

　

な
り
、
毒
性
の
あ
る
一
酸
化
炭
素
が
発

　

生
し
ま
す
。

⑥
点
火
し
た
ま
ま
給
油
し
な
い
。

低
温
や
け
ど
に
注
意

　

低
温
や
け
ど
と
は
、
体
温
よ
り
少
し
高

い
温
度
の
も
の
を
長
時
間
皮
膚
に
当
て

続
け
る
と
生
じ
る
や
け
ど
の
こ
と
で
す
。

42
℃
く
ら
い
で
も
長
い
時
間
触
れ
て
い
る

と
や
け
ど
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

湯
た
ん
ぽ
や
カ
イ
ロ
、ス
ト
ー
ブ
、ホ
ッ

ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
温
風
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
に

長
い
時
間
触
れ
る
と
深
い
や
け
ど
に
な
る

暖
房
器
具
を
使
い
始
め
る
前
に
！

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

電
気
コ
ー
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
注
意
点

①
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
（
プ
ラ
グ
と
コ
ン

　

セ
ン
ト
の
隙
間
に
た
ま
っ
た
ホ
コ
リ
が

　

湿
気
を
帯
び
、
火
花
が
発
生
す
る
）
を

　

防
ぐ
た
め
、普
段
か
ら
手
入
れ
を
す
る
。

②
コ
ー
ド
の
上
に
重
た
い
も
の
を
乗
せ
な

　

い
。

③
差
込
み
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

　

く
と
き
は
、
コ
ー
ド
部
分
を
引
っ
張
ら

　

な
い
。

④
電
気
コ
ー
ド
は
無
理
に
折
れ
曲
が
っ
た

　

状
態
で
使
用
し
な
い
。

⑤
た
こ
足
配
線
を
し
な
い
。

そ
の
他
の
注
意
点

　

鍋
料
理
な
ど
で
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使

う
と
き
は
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
正
し
く
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

高
額
療
養
費
と
は
？

　
「
高
額
療
養
費
」
と
は
、
皆
さ
ん
が
病

院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
っ
た
医
療
費
が
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
支
払

わ
れ
る
払
戻
金
の
こ
と
で
す
。

　

一
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額
は
決
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
支
払
額
が
限
度
額
を
超
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院

で
医
療
費
を
支
払
う
た
め
、
月
ご
と
の
集

計
後
で
な
い
と
全
て
の
医
療
費
が
分
か
ら

な
い
か
ら
で
す
。

　

高
額
療
養
費
に
な
る
主
な
ケ
ー
ス
と
し

て
、
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

　

定
証
※
」
を
持
た
ず
に
保
険
証
だ
け
で

　

入
院
し
た
。

②
入
院
中
に
歯
科
や
眼
科
な
ど
別
の
病
院

　

の
外
来
診
療
を
受
け
た
。

③
入
院
中
、
月
の
途
中
で
転
院
し
た
。

④
入
院
は
し
て
い
な
い
が
、
今
月
い
く
つ

　

も
の
病
院
に
通
っ
た
。

　

医
療
費
の
集
計
は
、
保
険
者
で
あ
る
広

域
連
合
が
行
い
ま
す
。
集
計
は
、
外
来
の

み
の
方
は
「
個
人
単
位
」
で
す
が
、
被
保

険
者
が
２
人
以
上
の
世
帯
で
、
そ
の
中
の

１
人
が
入
院
し
て
い
る
場
合
は
「
世
帯
単

位
」
で
集
計
。
こ
の
と
き
、
限
度
額
を
超

え
た
医
療
費
は
被
保
険
者
ご
と
に
案
分

し
、
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま

す
。

　

高
額
療
養
費
は
広
域
連
合
か
ら
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
が
、
支
給
申
請
の
手
続

き
は
初
め
の
１
回
だ
け
で
す
。そ
の
後
は
、

高
額
療
養
費
が
あ
る
と
自
動
的
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
方
で
ま
だ
申
請
し
て

い
な
い
方
に
は
広
域
連
合
か
ら
「
高
額
療

養
費
支
給
申
請
書
」が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

送
ら
れ
て
き
た
ら
申
請
書
を
市
保
険
年
金

課
窓
口
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
限
度
額
適
用
・

　
　
　
　
　
　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

適
用
区
分
が
「
低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の

方
で
、
病
院
で
こ
の
認
定
証
を
提
示
し
な

か
っ
た
場
合
は
「
一
般
」
の
区
分
の
限
度

額
が
適
用
さ
れ
、
後
日
差
額
分
が
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

第
五
回

住んでみたヨーロッパ
９勝１敗で日本の勝ち
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編
集
後
記

おくんち祭の神幸行列に参
加した人吉在住で南陵高に
通う野端舞

ま い な

菜さん（右）と
嶽本彩

あ や か

香さん（中央）、山
神あゆみさん。お旅所そば
の木陰で神馬と一休み。

おくんち祭の神幸行列に
参加した高校生と神馬

市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

最
近
は
少
し
肌
寒
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
秋
ら
し
い
景
色
と

な
り
ま
し
た
。
や
が
て
葉
っ
ぱ
が

色
づ
き
紅
葉
の
季
節
を
迎
え
ま

す
。

　

10
月
は
台
風
続
き
で
不
安
な
夜

を
過
ご
さ
れ
た
方
も
大
勢
お
ら
れ

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、

お
か
げ
さ
ま
で
被
害
も
な
く
皆
さ

ん
が
過
ご
せ
た
こ
と
は
誠
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
し
た
。
２
週
連
続

の
台
風
接
近
で
し
た
の
で
、
避
難

勧
告
を
解
除
し
た
と
き
は
、
私
も

さ
す
が
に
安
心
し
た
せ
い
か
爆
睡

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
紅
葉
と
い
え
ば
市
役
所

の
南
側
の
道
路
沿
い
に
あ
る
タ
イ

ワ
ン
フ
ウ
の
並
木
道
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
季
節
に
な
り
ま

す
と
毎
年
濃
い
緑
と
黄
緑
、
赤
、

橙
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
絶
妙

な
風
合
い
と
な
り
、
美
し
い
光
景

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
人
吉
の
素

敵
な
風
景
の
一
つ
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
１
年
の
経
つ
こ

と
の
何
と
早
い
こ
と
か
。
今
年
も

残
す
と
こ
ろ
２
カ
月
と
な
り
ま
し

た
。
１
カ
月
、
１
週
間
、
１
日
が

新
幹
線
の
よ
う
な
速
さ
で
過
ぎ

去
っ
て
行
く
気
が
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
ぐ
っ
と
冷
え
込
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
風
邪
な
ど
お
召

し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
暖
か
く
し

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
あ
っ
と

い
う
間
の
12
月
ま
で
、
だ
ん
だ
ん

な
ぁ
。

編
集
室
か
ら

【山エリア】水上村、湯前町、あさぎり町　
【森エリア】錦町、相良村、五木村、山江村、球磨村　
【城下町エリア】人吉市
開催期間　11月１日（土）～平成27年３月31日（火）
景 品　人吉球磨のレトロ風な景品を、毎月抽選で５人にプレゼント。
　　　　　11月＝球磨焼酎ミニボトルセット、12月＝人吉刃物（包丁）、１月=花手箱・
　　　　　きじ馬、２月＝特産品詰め合わせ、３月＝一勝地曲げお弁当箱
※詳しくは、各温泉施設や人吉観光案内所にあるパンフレットか、市ホームページをご覧
　ください。
問合せ　ひとよし・くま旬夏秋冬キャンペーン実行委員会（市観光振興課内）
　　　　（☎２２－２１１１　内線５１４３）

　人吉球磨の３エリアの温泉を巡り、スタンプを押して応募すると毎月レトロで素敵なプレゼントが当たります!

球磨川温泉郷レトロ旅
～湯ったり食べ歩き～スタンプラリー

　人吉市では、鹿児島県伊佐市・湧水町、九州大学、熊本大学、民間企業と連携して「G空間技術を活用した地域連
携型防災まちづくり実証事業」（総務省G空間シティ構築実証委託事業）に取り組み、安全・安心なまちづくりの実
現を目指しています。実証事業の一つとして、スマートフォンなどのスマートデバイス（情報端末）と、ツイッター
やフェイスブックといったSNS（ソーシャルネットワーキングサービス）を利用した住民参加型災害情報収集システ
ムなどの運用実証を行います。
　そこで、この実証事業に協力していただける方を募集します。関心のある方は、ぜひ応募してください。

「G空間技術を活用した地域連携型防災まちづくり実証事業」とは……
　豪雨災害や土砂災害などの被害状況を的確に把握し、地上デジタルテレビ・インターネット・測位衛星（準天
頂衛星）などのさまざまなメディアを使った情報伝達を実現するため、防災に関するG空間情報（地理空間情報）
を集積する基盤を構築します。さらに、G空間情報の処理・分析や災害予測の高度化、可視化を図り、関連シス
テムの開発などを目指す総務省の委託事業です。

協 力 内 容　スマートフォンなどを使って、実証事業に関する情報を投稿するなどの最新システムの体験。
実 証 時 期　平成27年１月予定
募集対象者　市内在住でスマートフォンなどスマートデバイスをお持ちの方
募 集 人 数　20人（先着順）
募 集 期 間　11月４日（火）～ 14日（金）
そ の 他　協力者にはお礼の品を差し上げます。募集について詳しくは市ホームページをご覧ください。
　
問合せ　市企画財政課成長戦略室（☎２２－２１１１ 内線２１２２）
　　　　市ホームページアドレス　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/　 人吉市  G空間  住民モニター  で検索！

ためらわず  知らせてつなぐ  命の輪
11 月は児童虐待防止推進月間

　子どもたちが健やかに育つため、絶対にあってはならない児童虐待。しかし、現在も幼い命が奪われる痛ましい事
件が後を絶ちません。虐待から子どもたちを守るために、地域に住む私たちの目配り・気配りが必要です。

● 児童相談所全国共通ダイヤル　☎ 0570 － 064 － 000
　  （お住まいの地域の児童相談所におつなぎします）　
● 子ども人権 110 番　☎ 0120 － 007 － 110

● 市福祉事務所（市福祉課内）☎ 22 － 2111  内線 1145、1149
● 市学校教育課　☎ 22 － 2111  内線 5221、5225

「虐待かも…」と思ったらためらわずにお電話ください。

児
童
虐
待
の
定
義

※匿名連絡可。秘密は守られます。

身体的虐待 殴る蹴るなどの暴力、やけどを負わせる、逆さ吊りにするなど

性 的 虐 待 子どもへの性的いたずら、性的行為の強要など

ネグレクト 食事を与えない、不衛生なままで放置する、家に閉じ込めるなど

心理的虐待 無視、言葉による脅し、きょうだい間での極端な差別扱いなど

虐待は体への暴力だけではありません。

「G空間技術を活用した地域連携型防災まちづくり実証事業」の
協力者を募集します

　

今
年
は
数
年
ぶ
り
に
お
く

ん
ち
祭
の
神
幸
式
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
前
日
か
ら
思
い

出
を
振
り
返
っ
た
り
翌
日
の

こ
と
を
想
像
し
た
り
と
、
９

日
が
と
て
も
楽
し
み
で
し

た
。

　

当
日
パ
レ
ー
ド
を
目
の
前

に
し
た
と
き
い
ろ
い
ろ
な
記

憶
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

そ
の
1
つ
が
幼
い
こ
ろ
母

と
パ
レ
ー
ド
を
見
て
い
た

時
、
獅
子
舞
を
恐
れ
て
母
の

後
ろ
に
隠
れ
て
い
る
と
、
ピ

エ
ロ
が
来
て
風
船
を
く
れ
た

こ
と
。
と
て
も
驚
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
来
獅
子
舞
に
対

す
る
恐
怖
心
は
薄
れ
ま
し

た
。

　

記
憶
と
と
も
に
楽
し
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。
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景品付きもちなげ
豪華賞品盛りだくさん !!

人吉キャンペーンボーイ９日 13:10 ～

ゴー飯ジャー
８日 15:00 ～

ふるさと歴史の広場

11月８日 土

９日 日

ステージプログラム

①市役所本庁舎　　　　②市役所別館
③球磨地域振興局　　　④税務署
⑤保健所　　　　　　　⑥勤労青少年ホーム
⑦市保健センター　　　⑧市総合福祉センター
⑨郷義館跡・開さん下駐車場
※②③からは会場までシャトルバスを運行します。

駐車場

市農業振興課（☎２２－２１１１  内線５１１１）
人吉商工会議所（☎２２－３１０１）
ＪＡくま下球磨営農センター（☎２８－３０６０）

問合せ

会場内の催し物
農産物品評会・販売
ＪＡコーナー  
物産・食コーナー
展示・バザーコーナー
北海道小樽市物産展
静岡県牧之原市物産展
共同募金コーナー
苗木配付（コブシ）
※緑化募金をいただいた方
パンジー苗無料配付
地域産業・ロボットコーナー
人力車乗車体験　など

第 65 回

10:00 開会式典
10:30 NOA ダンススタジオ
10:45 エナジーブレス
11:00 趣味の講座
11:30 琉球舞踊愛好会
11:50 景品付きもちなげ（小学生以下）
12:00 出店紹介
13:10 セレソ・ローサ
13:30 第 18 回球磨川舟唄全国大会

総合優勝者（人吉民謡大使）
13:40 景品付きもちなげ（中学生以上）
13:50 JA 女性部踊り（第１部）
14:20 キッズジュニア
14:40 肥後ひょっとこ笑福会
15:00 中山間地隊ゴー飯ジャー
15:20 人吉高校吹奏楽部
15:50 幸福もちなげ

８日（土）

10:00 農産物品評会表彰
10:10 木工関係表彰（第 47 回人吉球

磨建築木工まつり）
10:30 人吉鶴田町ひよっとこ楽笑会
10:45 球磨の六調子保存会
11:00 景品付きもちなげ（小学生以下）
11:10 中山流・華和会
11:30 人吉よさこい　銀翔会
11:50 津軽三味線　清流会
12:10 景品付きもちなげ（中学生以上）
12:20 出店紹介
13:00 ひとみ舞踊研究所

さがら乙女の会
13:10 人吉キャンペーンボーイ
13:30 第２回球磨民謡全国選手権大会

総合優勝者（球磨の民謡大使）
13:50 人吉第二中学校吹奏楽部
14:10 JA 女性部踊り（第２部）
14:40 六調子大賞団体

「おどり好き好き会」
15:00 農産物品評会出品物即売会
15:20 人吉ねぶか太鼓
15:40 幸福もちなげ
16:00 閉会

９日（日）

ひとよし産業祭


